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様式９ 

平成３０年度畜産総合研究センター課題内部評価結果報告書 
 
１ 評価実施組織 
  農林水産技術会議畜産部会専門分科会 
２ 評価方法 
    「畜産総合研究センター試験研究機関内評価の視点について」による。 
  委員の構成：専門分科会構成員のうち、畜産課副課長（技）、担い手支援課専門普及指導室、農林水産政策課、生産振興課、流通販売課、 

担い手支援課、安全農業推進課、畜産課、各農業事務所改良普及課、農業大学校 
３ 評価の経過 
 第１回試験研究課題評価検討会：平成３０年７月１０日 
    事前評価対象６課題、中間評価４課題、事後評価６課題について、事前に評価調書を委員に送付し、指摘事項等の記入をお願いした。検討会では 

課題内容の聴取、質疑応答の後、委員による評価を取りまとめた。 

４ 評価結果と対応 

 

第１回 事前評価（総合評価 5 : 独創性・貢献度等が高く、是非課題化した方が良い、4 : 課題化した方が良い、3 : 部分的に検討する必要がある、 

2 : 大幅に見直しする必要がある、1 : 課題化する必要はない） 

評価 

区分 
研究課題名 

研究

期間 
研究概要 主な指摘事項 

総合 

評価 
評価への対応 

事前
評価 

千葉県における搾乳ロボット

の経済効果 

H31～

32 

酪農経営の省力化や乳牛の増頭対策として全国的に導入が

進んでいる搾乳ロボットについて、本県で先行的に導入した農

家での調査を行い、機種の特徴、イニシャルコスト、ランニン

グコスト、省力効果、トラブルの発生状況及び所得増加効果等

を統一的に評価し、新規に搾乳ロボットを導入する農家の参考

指標として活用する。 

・事例調査で終わらせ

ず、新規に導入する

農家の判断材料とな

るようにとりまとめ

を行ってほしい。 

・搾乳ロボットについ

ては現地課題調査研

究事業でも調査を行

っている。連携、情

報共有等をお願いし

たい。 

４ 

・機種別ではなく、統一的

に調査・評価し、新規導

入希望農家の参考指標

となるようにとりまと

めを行う。 

・各農業事務所と連携を

密にして情報提供に努

める。 



- 2 - 

 

評価 

区分 
研究課題名 

研究

期間 
研究概要 主な指摘事項 

総合 

評価 
評価への対応 

事前
評価 

排水中硝酸性窒素低減技術の

現地実証及び普及移行支援 

H31～

33 

養豚排水中の硝酸性窒素低減技術の普及を図るため、当セン

ターで開発した「ノッチタンク型硫黄脱窒システム」の利用性

改善を図るとともに、新たに開発した高能率な処理システムで

ある「上向流型硫黄脱窒システム」の実用性について検討し、

普及型システムを完成させる。 

さらに、各システムにおいて導入可能な農家規模を検討し、

条件精査した上で導入手引きなどを作成する。 

・法改正により、排水

中の硝酸性窒素濃度

基 準 値 が 将 来

100mg/L まで引き下

げられた場合、これ

らのシステムを使用

することで基準値以

下まで低減が見込め

るか。 

５ 

・ノッチタンク型硫黄脱

窒システムについて、

適正な処理条件であれ

ば確実に低減できるこ

とをすでに実証してい

る。本課題では両シス

テムについてさらなる

処理能力向上を目指

す。 

事前
評価 

高品質な豚凍結精液の作成・利

用技術の検討 

H31～

34 

質の高い凍結精液の作成技術を確立し、種雄豚の効率的な利

用を図るため、質の高い凍結精液の作成・利用方法の検討や保

存液の改良を行う。 

また、種雄豚の年齢が凍結精液の耐凍性に及ぼす影響を明ら

かにするとともに、上記の方法で作成した凍結精液を用いて人

工授精を行い、受胎率、産子数等の繁殖成績から凍結精液の質

を評価する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・凍結精液について、

先行して研究してい

る機関がある中で単

独で実施する必要が

あるか。 

４ 

・加齢による精液への影

響は国内ではあまり報

告が無く、環境要因や

豚の体型、品種の違い

もあるため調査する必

要がある。 

・今回凍結精液の改良に

用いる添加剤について

は、豚の人工授精への

効果を報告した事例は

ないため調査が必要で

ある。 

・県有系統豚の血統を維

持するためにも凍結精

液を利用した交配は有

効である。 
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評価 

区分 
研究課題名 

研究

期間 
研究概要 主な指摘事項 

総合 

評価 
評価への対応 

事前
評価 

ホルスタイン種における経腟

採卵による採卵成績への暑熱

の影響 

H31～

32 

牛の胚移植において、暑熱期に採卵成績が低下する過剰排卵

処理によって生産した体内受精胚に替わり、経腟採卵－体外受

精(OPU‐IVF)で生産した体外受精胚を利用する方法の実現可

能性について明らかにするため、OPU‐IVF の採卵成績への暑

熱の影響を調査し、暑熱期の新鮮胚の活用を図る。 

・特殊な技術が必要で

あるが、どの程度波

及効果があると考え

ているか。 

４ 

・県で実施している受精

卵供給事業において、

各農家の乳牛への移植

用胚生産数の増産が見

込まれる。 

事前
評価 

簡易的な胚培養器具による牛

胚輸送方法の確立 

H31～

33 

牛の胚は生体外の環境に曝される時間が長いほど、あるいは

凍結など環境の変化が大きいほど、移植可能な胚の生産効率及

び受胎率が低下する。新鮮胚の広く省力的な流通を可能にする

ことで、受胎率の向上を図り乳牛の改良・増殖を推進するため

に、簡易的なガス濃度調節器具や温度維持器具を組み合わせた

輸送器具の有用性を明らかにし、低価格（材料費1万円/台程

度）でありながら簡易で実用的な輸送器具を開発する。 

・胚輸送方法の確立が

できれば、受胎率が

向上し、乳牛の改良・

増殖が見込まれると

はどういう理由から

か。 
４ 

・牛の新鮮胚は、凍結胚に

比べ受胎率が高いが、

生存性の問題から輸送

は近隣地域のみに限ら

れている。輸送方法の

改良によってより広域

で利用可能となれば、

受胎頭数が増え農家の

育種改良に貢献する。 

事前
評価 

黒毛和種放牧によるササ地の

抑制方法の検証 

H31～

33 

ササ類は繁殖力が高く密に生育することから、林縁地の耕作

放棄地に進出することで土地生産性を著しく減少させている。

耕作放棄地の解消方法として、黒毛和牛の放牧がアズマネザサ

などのササ類に及ぼす抑制効果を検証し、放牧を実施した場合

の問題点を明確にするとともに耕作放棄地の回復効果につい

て検証する。 

・３カ年計画の中で試

験をどう発展させて

いくのか。 

４ 

・試験地とした耕作放棄

地で繰り返し放牧を実

施し、３年間のササ地

の生産量、牛の採食量、

植生の変化を試験区の

継続調査で確認する。

放牧中に確認された問

題点についてはその都

度対応し、再度実施す

る場合に修正を行う。 
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第１回 中間評価（総合評価 5 : 独創性・貢献度等が高く、是非継続した方が良い、4 : 継続した方が良い、3 : 部分的に検討する必要がある、 

2 : 大幅に見直しする必要がある、1 : 継続する必要はない） 

評価 

区分 
研究課題名 

研究

期間 
研究概要 主な指摘事項 

総合 

評価 
評価への対応 

中間
評価 

落水時期が飼料イネサイレー

ジの発酵品質及び飼料成分に

与える影響 

H28～

32 

県内での導入が有望な飼料用稲専用品種（早生～晩生の 6

品種）について、中干し以降の水管理や落水時期が異なる条

件で生産した場合の収量、飼料成分等を調査・分析し、サイ

レージ適性への影響の有無等の飼料評価を行い、現地の状況

に則した収穫・調製条件を検討する。 

これまでに茎葉型晩生品種(リーフスター及びたちすず

か)における落水時期の相異が収量性や飼料特性に影響を与

えることを明らかにした。 

・県内の気象、水利、

土壌条件は多様であ

る。各農業事務所の

協力を得ながら各地

域のデータを収集・

分析することも一考

と思われる。 

４ 

・現地の栽培条件は多様で

あるため、まず試験圃場

での試験結果から収集す

べきデータ、ポイントや

条件を絞り、必要に応じ

て現地のデータの収集を

検討していく。 

中間
評価 

哺育管理の違いが子牛の発育

等に及ぼす影響の解明 

H27～

31 

現在一般的に行われている子牛の哺育管理方法である早

期離乳方式の問題点を見直し、高哺乳による発育促進と反芻

胃（ルーメン）の健全な発達を可能とする哺乳管理技術を開

発する。 

(1)子牛のルーメン発酵の安定化のための固形飼料給与技

術の開発、(2)子牛のルーメン機能の発達促進技術の開発、

(3)早期離乳と高哺乳の両立を目的とした哺乳プログラムの

開発の 3 つの課題に取り組んでおり、これまでに(1)につい

て、生後早期からの少量の乾草給与または木材クラフトパル

プの給与が子牛のルーメン発酵を安定させる可能性がある

ことを明らかにした。 

・ルーメン機能の発達

促進を確認する手段

はどうするのか。 

 

 

 

 

 

 

４ 

・ルーメン内の絨毛の発達

を直接観察することはで

きないので、ルーメン内

発酵の指標とされる血液

中の酢酸、ケトン体の濃

度で評価することを考え

ている。 



- 5 - 

 

評価 

区分 
研究課題名 

研究

期間 
研究概要 主な指摘事項 

総合 

評価 
評価への対応 

中間
評価 

ビオチン等の脂肪交雑促進物

質を利用した高品質牛肉生産

技術の検証 

H28～

33 

ビタミンBの一種であるビオチンは、牛肉中の脂肪交雑（サ

シ）の改善効果が期待されている。肥育牛へのビオチン給与

の効果を明らかにして効率的な給与法を確立し、県産牛肉の

格付け向上を図る。 

これまでに交雑種去勢牛の肥育試験において、ビオチン給

与により良好な格付け成績が得られることを明らかにした。

今後は黒毛和種での効果を明らかにするとともに、交雑種去

勢牛の出荷月齢を現行の25ヵ月から23ヵ月へ短縮した際の

枝肉成績や肉質へのビオチンの影響を検証する予定である。 

・試験中で実施してい

る「ビタミンA制御

の緩和」について解

説が必要である。 

４ 

・ビタミンA制御とは、肥

育中期にビタミンA給与

を停止することで脂肪交

雑を向上させる一般的な

肥育技術である。しかし

過度の制御は疾病の発生

などデメリットも多いた

め、本課題ではビタミン

A を完全に欠乏させずに

（緩和し）肉質を向上さ

せる技術を検討した。 

中間
評価 

繁殖障害牛に対する Modified 

Fast Back Programを利用した

繁殖方法の検討 

H28～

32 

育成牛の集団管理において、人工授精や受精卵移植を数回

実施しても受胎をしない牛に対して、膣内留置型プロジェス

テロン製剤（CIDR）を利用したModified Fast Back Program

（MFBP）を実施し、繁殖成績の改善を図るとともに、集団管

理を行う上でMFBPの有効性を検証する。 

現在市原乳牛研究所において、人工授精3回目、4回目を

実施する受託牛に対する MFBP の受胎率等の改善効果につい

て調査中である。 

・牛の状態を詳しく調

査し、処理区を変え

ず今後も同じ試験を

行うという計画なの

か。 ４ 

・ご指摘の通りである。な

お、貧血等による発育遅

延の影響を考察するた

め、繁殖時のコンディシ

ョンを調査項目に加え

た。 
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第１回 事後評価（総合評価 5: 計画以上の成果が得られた、4: 計画どおりの成果が得られた、3: 計画に近い成果が得られた、 

2: わずかな成果しか得られなかった、1: 成果が得られなかった） 

評価 

区分 
研究課題名 

研究

期間 
研究概要 主な指摘事項 

総合 

評価 
評価への対応 

事後
評価 

家畜ふん堆肥へのリン等含有

資材の利用手法の確立とその

性状解明 

H27～

29 

養豚浄化処理水にドロマイト石灰資材を 0.1%程度添加

することで、脱色、リン除去、消毒に高い効果を発揮した。

また、処理後に回収した資材には高濃度のリンが含有する

ことから、リン資源として利用できる可能性が示唆され

た。さらに、この回収資材を堆肥の結着材に利用すること

で、撹拌機により簡易造粒化が図れ、堆肥中のリン濃度を

高めることに成功した。この造粒堆肥を施用することで、

作物のリン酸利用率は高まり、栽培に有効であることが示

された。 

・養豚環境対策推進だけで

なく、世界的にリン資源

の枯渇が指摘されている

中で有効な技術として活

用できると考えられる。 ５ 

・回収資材そのものをリ

ン資源として、循環利

用できる可能性があ

り、利用手法について

も今後具体的に提案で

きればよいと考えてい

る。 

事後
評価 

畜産経営に付随する臭気指数

（相当値）の増減要因の解明 

H27～

29 

畜環研式ニオイセンサを用いて、畜産現場での臭気指数

（相当値）の増減要因について調査を行った。その結果、

畜舎周辺では朝晩の飼養管理や家畜の移動に伴う作業、季

節別では畜舎内換気量の多い夏期で高い傾向にあった。ま

た、測定臭気指数の値に応じて色分けした臭気指数マップ

を作製し、農家ごとに臭気対策のアドバイスを実施した。 

臭気対策を行う場合の臭気抑制技術については、消臭剤

等の簡易な対策での効果は不十分であり、検討の余地が残

った。 

・測定臭気指数の値を色分

けし見える化したことは

高く評価できる。今後は、

効果的な臭気対策をどの

ように取るかが課題にな

る。 
３ 

・農家自身が簡易にでき

る改善策として、こま

めな清掃や臭いが漏れ

ないような蓋や囲い込

み等の対策を行うとと

もに、脱臭装置や発酵

処理施設等の新築など

の根本的な対策に取り

組む必要がある。 
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評価 

区分 
研究課題名 

研究

期間 
研究概要 主な指摘事項 

総合 

評価 
評価への対応 

事後
評価 

落花生副産物を利用した肥育

技術の検討 

H27～

29 

黒毛和種去勢牛について、配合飼料の7％相当の落花生

子実の出荷前6ヵ月間の短期集中給与、また基礎飼料に飼

料用米を 20％混合する場合の飼料用米の加工形状の違い

（破砕籾米、粉砕籾米）が肉質等に及ぼす影響を検討した。 

その結果、落花生の給与による枝肉成績、発育への悪影

響はなかったが、肉質向上には至らなかった。飼料用米の

加工形状の違いによる肉質や枝肉成績への影響はなく、置

換え率 20%ならば加工粒度による影響は無視できると考

えられた。 

・前回実施した落花生

3.5％長期給与の課題で

は、牛肉中のオレイン酸

含量などが改善される傾

向があったが、今回の試

験では、オレイン酸含量

が有意に低くなった。 

３ 

・給与時期や落花生に含

まれるオレイン酸以外

の脂肪酸組成の影響等

が考えられる。２課題

の成果から牛肉中のオ

レイン酸含量を高める

には、集中給与よりも、

少量長期給与が良いと

推察される。 

事後
評価 

哺乳期子豚の発育の斉一性に

関する研究 

H27～

29 

豚の繁殖性に関する育種改良が進み、産子数が向上して

いるが、産子数が増えると産時体重が減少し、体重1kg未

満の虚弱な子豚が増加する傾向がある。 

そこで、まず出生子豚に、効率的にエネルギー利用でき

る中鎖脂肪酸を給与した結果、期待した効果は得られなか

った。このことから次に、母豚の育成段階から栄養制限を

行い、種付けまでの増体重をコントロールした結果、産ま

れた子豚の体重のバラツキは少なく、哺乳期間中の子豚の

発育は良好となった。最後に、母豚の飼料摂取量の増加、

泌乳能力向上を期待し、育成期に乾草給与を行った結果、

母豚の発育、繁殖に影響はなく、授乳期中の飼料摂取量は

増加しなかった。 

・試験目的にある哺乳期に

おける子豚発育の平準化

については、哺乳期子豚

へのアプローチと母豚へ

の乾草給与によるアプロ

ーチの効果が認められな

いとあるが、今回の方法

では子豚発育を平準化は

できなかったということ

か。 

３ 

・哺乳中の子豚へ中鎖脂

肪酸給与は効果が見ら

れなかった。しかし、母

豚の育成期の制限給餌

により子豚の体重のば

らつきが小さくなり、

発育性が良くなるた

め、母豚へのアプロー

チとして制限給餌によ

り子豚発育の平準化は

可能と考えている。 
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評価 

区分 
研究課題名 

研究

期間 
研究概要 主な指摘事項 

総合 

評価 
評価への対応 

事後
評価 

ウシ体外受精胚生産における

高品質胚の簡易判別技術の開

発と培養液の改善 

H27～

29 

受胎率の高い牛体外受精胚を効率的に生産する技術を

確立するために、高品質胚の簡易判別技術の開発と添加剤

による培養液の改善を図った。 

簡易判別において、IGF-1添加培養液については体外受

精30時間後、cAMP添加培養液については体外受精27時

間後における卵割様式による分類は、その後の胚発生を推

測するにあたり有効であることがわかり、品質の高い胚を

選別することが可能となった。一方、今回の添加剤による

胚発生への効果は見られなかった。 

・簡易な判別技術となって

いるが、技術者の胚の観

察技術は求められるか。 

３ 

・今回の方法では、経験量

によっては適切に評価

することが難しいと考

えられる場合がある

が、胚の形態を見やす

くする技術がすでに開

発されているため、技

術者の観察技術はほと

んど必要としないと考

えられる。 

事後
評価 

牛群検定成績を活用した酪農

経営改善のためのチェックシ

ートの改善 

H28～

29 

牛群検定を実施している農家においてより効果的な指

導を実施するため、牛群検定指導員が検定実施農家におい

て優先して改善すべき課題が一目で把握できるようチェ

ックシートを改善した。 

さらに、検定実施農家3戸において、本チェックシート

の試験的運用を実施した。その結果、課題が明確化され、

適切な提案を行うことにより、経営改善を進めることがで

た。 

・フィールドでの活用をど

のように想定しているの

か。 

３ 

・農業事務所、家畜診療

所等とチームを組ん

で、経営改善意欲があ

る検定実施農家に対す

る指導方針作成の資料

とし、定期的、継続的

に指導を実施し、改善

状況の確認に用いる。 
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平成３０年度畜産総合研究センター機関内評価結果報告書 

 

１ 評価実施組織 

機関内評価委員会 

２ 評価方法 

「試験研究に係る機関内評価委員会設置要領」及び「畜産総合研究センター試験研究機関内評価の視点」による。 

委員の構成：センター長、次長、市原乳牛研究所長、嶺岡乳牛研究所長 

３ 評価の経過 

第１回機関内評価委員会：３０年５月１８日 

事前評価対象６課題の内容を聴取、質疑応答の後、委員による評価を取りまとめた。 

第２回機関内評価委員会：３０年１０月２３日、２６日 

今年度実施中の課題の進捗状況を聴取、質疑応答の後、委員による評価を取りまとめた。 

第３回機関内評価委員会：３１年３月５日、６日、１３日 

完了１０課題、継続２６課題の内容を聴取、質疑応答の後、委員による評価を取りまとめた。 

 

なお、第１回の事前評価課題は、内部評価を実施し、前述のとおり公表しており、第３回の完了課題については、内部評価を実施する予定（次年度 

実施）であるため、ここでは公表しない。 

 

４ 評価結果と指摘事項等 

（３０年度進捗状況 ａ：計画以上、ｂ：計画どおり、ｃ：計画に近い、ｄ：計画より遅延、ｅ：実施せず 

今後の取組方法 ａ：計画どおり継続、ｂ：部分的に再検討、ｃ：大幅に再検討、ｄ：中止） 

評価 

区分 
研究課題名 

研究 

期間 
研究概要 

30年度 

進捗状況 
今後の 

取組方法 指摘事項等 

中間 
評価 

茎葉型イネＷＣＳの泌乳前期

牛への給与効果の検証 

H27～ 

R1 

高糖分高消化性の飼料用稲「たちすずか」の乳牛におけ

る採食性と産乳性、飼料特性、最適混合割合を検討する。 

b a 

・県内でのTMRの普及状況を把握

する。 

・なぜTMRが普及しないのか。普及

させるためにはどうすべきか、

結果のとりまとめの際に十分に

考慮する。 
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評価 

区分 
研究課題名 

研究 

期間 
研究概要 

30年度 

進捗状況 
今後の 

取組方法 指摘事項等 

中間 
評価 

省力化を担保した丈夫な乳用

後継牛を育成する高度哺育プ

ログラムの開発 

H30～ 

R2 

中鎖脂肪酸による効率的な高栄養哺乳（試験1）、酪酸ナ

トリウムによる小腸機能発達および酪酸エステルによる反

芻胃発達促進の組み合わせによる哺育（試験2）を実証し、

哺育終了時平均体重を120㎏以上に高め、乳用子牛の疾病

等による損耗率を50％低減し、初回分娩月齢の早期化を可

能とする哺育プログラムを開発する。 

b a 

・研究課題名「哺育管理の違いが

子牛の発育等に及ぼす影響の解

明」の試験３を、本計画に入れ

る。 

乾乳期短縮技術の高度化によ

る乾乳期飼養省力化と分娩後

の健全性の向上 

H28～ 

R2 

乾乳期を短縮した場合の周産期の適切な飼料栄養含量に

ついて検証し、初産から２産の乾乳期短縮技術の改善によ

る１乳期乳量及び周産期の健全性の向上技術を開発する。 

また、２産以上牛における乾乳期飼料のCP含量の違いに

よる影響評価試験を実施し、乾乳期用飼料の一元化につい

て検証する。 

b a 

 

リピートブリーダー牛の受胎

率向上のための追い移植技術

の検証 

H29～ 

R1 

人工授精を繰り返しても受胎に至らない牛（リピートブ

リーダー牛）の受胎率向上が期待できる胚の追い移植技術

の効果について、共済連家畜診療所と連携しながら検証す

る。 

b b 

・例数の集め方について再検討が

必要。①所内試験での調査項目

や評価方法をより詳細にする、

あるいは②10年単位でデータ収

集を継続するなど、計画の再検

討を行う。 

家畜の生涯生産性を向上させ

るための育種手法の開発 

（乳牛） 

H27～ 

R1 

新たな育種手法として、乳牛の生涯生産性の総合評価手

法の開発のため、飼養している乳牛の各種成績並びに遺伝

的情報を提供し、中核機関において一括解析を行う。 

b a 

 

ビオチン等の脂肪交雑促進物

質を利用した高品質牛肉生産

技術の検証 

H28～ 

R3 

黒毛和種及び交雑種の去勢牛へ、脂肪交雑等の改善効果

が期待されるビオチンを給与する肥育試験を行い、肥育牛

へのビオチン給与の効果を明らかにし効率的な給与法を確

立する。 

b a 

・今後はF1肥育に絞って取り組

む。 

・作用機序を明らかにするような

調査項目、調査方法を選択し、

試験計画を組む。 
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評価 

区分 
研究課題名 

研究 

期間 
研究概要 

30年度 

進捗状況 
今後の 

取組方法 指摘事項等 

中間 
評価 

稲わら代替飼料としての麦稈

およびトールフェスクの検討 

H30～ 

R2 

近年入手が困難となってきている稲わらの代替粗飼料と

して、県内でも一般的に流通し、稲わらと同等の価格で取

引され、βカロテンも低い麦稈およびトールフェスクを肥

育牛に給与し、増体や肉質への影響を検証する。 

b b 

・普及の展望、作用機序の解明を

念頭に研究計画を練る。 

・共同研究等を活用し、調査内容

や方法に厚みを与えるべきであ

る。 

哺育管理の違いが黒毛和種受

精卵移植（ET）産子の発育に

及ぼす影響の解明 

H30～ 

R4 

酪農経営において受精卵移植により生産される和子牛の

ための哺育管理技術を開発することを目的に、異なる哺育

管理が和子牛の発育、健康状態、肥育成績等に及ぼす影響

について検討する。 

b b 

・乳牛と肉牛の生理的違いが明ら

かになった。 

・例数を積み上げるため、共同研

究等を活用する。 

系統豚ボウソウWを活用した

改良型大ヨークシャー種によ

るボウソウ L4 との組合せ試

験 

H29～ 

R1 

系統豚ボウソウWの雌を利用し、外部より大ヨークシャ

ー（W）種の精液を導入することによりボウソウWの基礎能

力を向上させ、産肉性および繁殖性に優れ、本県の新規系

統豚ボウソウL4との相性の良いW種（改良型W種）の作出

を試みる。 

b a 

・順調に進んでいる。 

・防疫に気を付ける。 

 

家畜の生涯生産性を向上させ

るための育種手法の開発 

（豚） 

H27～ 

R1 

新たな育種手法として、豚の生涯生産性の総合評価手法

の開発のため、飼養している豚の各種成績並びに遺伝的情

報を提供し、中核機関において一括解析を行う。 
b a 

・収集したデータの活用方法、今

後の展開が不明なため、共同研

究者とよく話し合う。 

 

中鎖脂肪酸給与による繁殖母

豚の栄養状態改善と繁殖成績

に及ぼす影響の解明 

H30～ 

R2 

母豚の哺乳期間中の栄養状態を改善し、長命連産性の高

い母体管理技術を確立することを目的に、効率的にエネル

ギー利用できる中鎖脂肪酸を授乳期中の初産～2 産目の母

豚に給与した場合の効果を明らかにする。また、暑熱環境

下における母体の損耗防止改善のための飼養方法について

検討する。 

b a 

・「やりすぎはいけない」という

のは貴重な資料である。 

・できるだけ例数を増やす。 
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評価 

区分 
研究課題名 

研究 

期間 
研究概要 

30年度 

進捗状況 
今後の 

取組方法 指摘事項等 

中間 
評価 

25-OH-D₃による産卵・卵質改

善効果の検証 

H29～ 

R1 

ビタミン D3の代謝物である 25-OH-D₃を養鶏飼料に添加

して、産卵後期の鶏の産卵性、卵殻質の改善に向けた効果

的な使用方法の検討を行う。 

30年度は、育雛期からの給与と、成鶏期の給与、全期間

の給与試験を行い、比較を行った。 

b a 

・作用機序や分析項目の意味につ

いて十分に検討した上で、試験

計画・考察を行う。単に「効果

があった」「差があった」では

いけない。 

採卵鶏における栄養管理に基

づく暑熱被害の軽減化技術の

開発 

H29～ 

R1 

暑熱環境下の採卵鶏における採食量の低下に起因する産

卵率、卵重、卵質の低下を軽減するために、暑熱期の採卵

鶏に異なる栄養水準の飼料を給与し、暑熱環境下における

適正栄養水準を明らかにする。 

b a 

・中鎖脂肪酸については、あまり

引っ張りすぎない。やるならば

繰り返しではなく焦点を絞った

上で、経済的効果までまとめる。 

・作用機序を明らかにする。 

白肝生産によるブロイラーお

よび廃鶏の高付加価値化の検

証 

H29～ 

R2 

農家の収益性向上のため、採卵鶏の廃鶏での白肝（フォ

アグラ様鶏レバー）の生産技術の確立・検証を行う。 

c a 

・白肝の発生率や流通状況など情

報収集が必要。 

・技術の実用化による養鶏農家の

利益の可能性を考えながら成果

をまとめる。 

・作用機序や分析項目の意味につ

いて十分に検討した上で、試験・

考察を行う。 

採卵鶏主要銘柄経済性能比較

調査 

H13～ 県内で主に飼養されている銘柄や新しい銘柄の産卵諸性

能を中心に調査を実施し、養鶏農家の銘柄選択の際の一助

とする。 
b a 

・700日齢までの試験は意義があ

る。このデータを参考に将来、

長寿命化に関わる課題化も検討

すべきである。 

青玉卵産出鶏における新系統

の早期造成 

H30～ 

R3 

青玉卵産出鶏における新系統の早期造成手法を確立する

とともに、種鶏WAの新系統を作出し、卵殻色及び卵殻質を

向上させ、産卵開始日齢と産卵率の改良も併せて行う。 

30年度は、第一世代（F1）の作出及び後代検定による選

抜を行った。 

b a 

・順調に進んでいる。 
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評価 

区分 
研究課題名 

研究 

期間 
研究概要 

30年度 

進捗状況 
今後の 

取組方法 指摘事項等 

中間 
評価 

北総地域における飼料作物品

種選定試験 

S63～ 北総地域に適する草種・品種の選定を目的として、飼料

作物（トウモロコシ、ソルガム、スーダングラス、イタリ

アンライグラス、オオムギ等）の品種比較を行い、その特

性を明らかにする。 
b a 

・試験内容のコンパクト化、省力

化を図る。 

・過去データを活用し、体系的に

供試品種選定、試験計画の立案

を行う。 

・飼料作物分野でもICT関連の課

題化を検討する。 

トウモロコシを基幹とした飼

料作物の省力生産技術の確立 

H29～ 

R1 

トウモロコシ二期作およびイタリアンライグラス・トウ

モロコシ二毛作体系において、不耕起播種機を用いて耕起、

砕土を省略した場合の、収量性、土壌の物理性、土壌の階

層別の肥料成分に与える影響を検討するとともに、適切な

施肥方法、雑草の防除方法を含めた省力生産技術を確立す

る。 

30年度は、イタリアンライグラス・トウモロコシの二毛

作を実施し、不耕起播種機の利用は収量に影響を及ぼさず

に省力化を図ることを明らかにした。 

b a 

・飼料作物分野でもICT関連の課

題化を検討する。 

・不耕起播種の経済的評価を成果

に盛り込む。 

落水時期が飼料イネサイレー

ジの発酵品質及び飼料成分に

与える影響の解明 

H28～ 

R2 

早場米地帯として現地で実際に行われている水管理の方

法に基づき、早期落水した条件で生産された飼料用イネに

ついて、サイレージ適性の解析や飼料評価を行い、これら

の飼料価値を高める収穫・調製条件を明らかにする。 

b a 

・飼料作物分野でもICT関連の課

題化を検討する。 

水洗式脱臭装置における循環

水からの窒素除去による脱臭

能力改善の検証 

H30～ 

R2 

養鶏農場糞発酵処理施設に併設した水洗式脱臭装置にお

いて、悪臭の原因物質であるアンモニアガスを吸着した循

環水中の窒素動態を把握し、脱窒作用を制限させている要

因を解明するとともに、硫黄脱窒技術の導入による循環水

からの効率的な窒素除去による脱臭能力の改善を図る。 

b a 
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評価 

区分 
研究課題名 

研究 

期間 
研究概要 

30年度 

進捗状況 
今後の 

取組方法 指摘事項等 

中間 
評価 

BOD バイオセンサーを利用し

た養豚排水の窒素除去システ

ムの開発 

H30～ 

R1 

排水中のBODをリアルタイムに測定できるBODバイオセ

ンサーを開発する。さらには、本センサーを利用した窒素

低減システムの構築を目指す。 

30年度は、養豚汚水処理施設の曝気槽に開発したBODバ

イオセンサーを設置して、排水中のBOD量に応じてセンサ

ー内に電流が発生することを確認した。また、その際の電

流発生量とBOD濃度には良好な相関があることを明らかに

した。 

b a 

 

食品製造副産物等の利用によ

る良質牛糞堆肥調製技術の確

立 

H30 ～

R2 

堆肥化における副資材として、近年入手が困難になって

いるオガクズに代わり、安価で使いやすく堆肥発酵促進効

果の高い副資材を選定するとともに、それら副資材の効果

的な利用手法を検討し、良質堆肥化技術の確立を目指す。 

b a 

・流通量や供給の安定性、運搬コ

ストなどを考慮し、現実的な素

材に絞って試験する。配合割合

など効果的な使い方を提示す

る。 

永年牧草品種選定試験 H8～ 本県の気象及び土壌条件に適した永年牧草の草種・品種

の選定を目的として、飼料作物の品種比較を行い、その特

性を明らかにする。 

b a 

・4年目のデータをもって奨励品

種の選定を行う。 

繁殖障害牛に対するModified 

Fast Back Programを利用し

た繁殖性改善の検証 

H28～ 

R2 

長期不受胎の受託牛に対して、CIDR を利用した Modified 

Fast Back Program（ホルモン処置）を実施し、その有用性

について検証中である。 b b 

・結論のまとめ方に注意する。①

調査項目を追加し作用機序の考

察など理論構築を図る、あるい

は②繰上完了し、事例紹介とし

て公表するなど、試験計画につ

いて再検討する。 
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評価 

区分 
研究課題名 

研究 

期間 
研究概要 

30年度 

進捗状況 
今後の 

取組方法 指摘事項等 

中間 
評価 

泌乳平準化による生涯生産

性、経済性効果の検証と「飼

い方」モデルの提示 

H28～ 

R2 

牛個体ごとの経済記録（疾病・治療経費、乳廃棄期間、

乳代など）を調査し、泌乳平準化が乳牛の生涯生産性や生

涯経費に及ぼす効果について検証する。 

30年度は①経営調査、②泌乳持続性による乾乳期間の分

布と平均乾乳日数の分析、③泌乳持続性が疾病の発生状況

に及ぼす影響について分析を行い、泌乳持続性の高い群で

は、平均乾乳日数が短縮していることが示された。 

b a 

 

県南地域における飼料作物品

種選定試験 

S57～ 県南部地域に適する品種の選定を目的として、トウモロ

コシ及びトウモロコシとの混播に適するソルガムの品種比

較試験を行い、地域及び土壌条件のなかでの品種特性を把

握し、農家が品種を選ぶ際の参考となる県奨励品種選定の

資とする。 

b a 

・過去データを活用するなどして

試験の省力化に努める。 

 
 


